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君の唇が動き
歪む世界

『めまい』

この疼きは一体
君の桜色の爪が
いつからか赤く染まったように
ねぇ、貴女のはくるくる忙しいわ
唇は桜色のままなのに
違和感が消えない原因
綺麗に上がった睫毛
不思議ね
私は貴女より少しだけ弱いだけなのに
弱いから頼るのならば
その相手はアタシでは
いけなかったの？
だって君は余りにも残酷
他の人間はきっと
君の事を排他するよ
君は少しだけでも
弱くて可愛くて
他人より少女だから
黒髪を巻かない理由は
それが君に必要ないから
それでも他人は
そういう俗っぽさを好むんだ


｢君が睫毛を伏せれば、それで終わる世界だ｣
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麻真潤


恋愛詩多めに、少女やかつて少女だった女性の人生のひとコマを切り取っています。
Twitterでも詩を書いてます。


https://slib.net/a/23480/





  





『めまい』





	作
	麻真潤



	更新日
	2025-03-17



	登録日
	2025-03-17



	形式
	自由詩



	文章量
	掌編



	レーティング
	全年齢対象



	言語
	ja



	権利
	Copyrighted (JP)



	発行
	星空文庫










OEBPS/navigation.xhtml





		『『めまい』』


		本文


		奥付










